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a
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先
驅
的 
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勞
作
に
依
っ
て
强
調
さ
れ
て
來
た
が
、
生
産
理
論
に
對
す
る
そ
、の
適
用
は
、1

九
四
四
年
の
マ
ル
シ
ャ
ッ

A

及
び
ア
ン
ド
リ
ウ
ス
の
論
文

.(

3) 

■

、
、
、

「

同
時
確
率
方
程
式
と
生
産
理
論」

に
依
っ
て
具
體
的
に
確
立
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
に
依
づ
て
ダ
グ
ラ
ス
の
.「

賃
銀
論」

以
來
、
生
產
函 

數
測
定
の
問
題
が
、
限
界
生
産
力
說
に
基
く
.一
 

般
均
衡
論
的
生
産
理
論
の
中
に
占
：め
る
地
5̂
を
よ
り
明
廉
化
な
ら
し
め
た
と
思
は
れ
る
。
 

以
下
の
稿
は
生
產
函
數
の
諸
係
數
を
確
率
同
時
方
程
式
系
に
依
る
權
造
パ
ラ
メ
ク
の
.推
定
と
し
て
實
際
に
計
測
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ 

の
遨
本
的
な
意
味
は
前
揭
論
文
に
負
ふ
所
が
多
い
。
.

㈡

從
來
坐
產
函
數
と
呼
ば
れ
る
槪
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に
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一
一
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ら
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っ
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ら
れ
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、
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定
時
期
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定
企
業(

或
は
產
業)

に
固
有
の
技
術
的
關
係
を
表
わ
し
、
且
っ

'そ
の
實
現
さ
れ
た
數
量
關
懷
は
坐
產
者
の
合
理
的
行
爲
と
は
獨
立
的
、
ま
た
相
對
價
格
の
變
化
に
對
し
非
彈
カ
的
な
傾
向
を
も
っ(

ぼe
d 

p
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侧
定
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は「

消
費
者
撰
好
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の
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定
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應
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
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ス
の
對
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線
型
に
依
る
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函
數
の
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定
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四
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ニ0

 

卜
？,
な

、ソ
然
し
乍
ら
必
衝
办
淨
像
电
反
映
し
た
結
果
と
し
て
の
過
去
の
备
料
か
ら
飞
生
產
の
場」

を
推
定
し
な
计
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
拘 

ら
ず
氧1
方
程
式(

生

產

函

，数

式

〕

の

み

を

用.び
て
推
定
す
る
事
は
、
'生
產
者
行
爲
の
變
動(

I

愚

を

無

視

し

て

ゐ

る(

と
典
に
Q

方
向 

に
誤
差
を
最
小
に
し
て
ゐ
る〕

と
い
ふ
意
味
で
そ
れ
自
體
矛
盾
.を
含
ん
で
ゐ
炎
'°
こ
の
事
は
、ダ
グ
ラK

の
測
定
し
た
生
產
函
數
が
、「

生 

產
'の
場」

と
一K

ふ
安
定
し
た
權
造
係
數
を
表
わ
し
# .
な
い
事
を
意
味
す
る
と
共
に
、同
時
方
程
式
推
定
の
必
要
と
•ざ
れ
る
所
以
で
あ
っ
て
、

マ
ル
シ
ャ
ッ
ク
.は
こ
の
點
を
指
摘
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
勿
.論
後
者
の
測
定
を
試
み
る
。

'

. 

g

さW
「

生
産Q

場
1-
と
は
生
產
者
一
般
が
坐
產
物
の
處
る
量
を
產
出
し
ょ
ぅ
と
計
畫
し
た
場
合
、
そ
の
生
產
量
.を
產
出
す
る
爲
に
必 

要
と
さ
れ
る
生
産
要I

K

間
の
組
合
せ(
技
.術
的
結
合)

で
あ
る
.か
ら
、
：そ
の
測
定
に
際
し
て
は
生
產
菩
行
爲
と
し
て
費
用
極
小
原
理
を
導
入 

す
る
事
が
安
當
と
港
へ
ら
れ
る
ノ
か
く
し
て
測
定
さ
れ
た
生
產
！

i

數
は
、：
.勞
働
、
資
本
の
投
入
と
生
產
物
の
產
出
の
技
術
的
關
係
一
般
を 

表
わ
し
て
ゐ
る
爲
に
.そ
.れ
は
個
企
業
の
，坐
產
函
數
の
，み
な
ら
ず
產
業
內
の
投
入
I
產
出
關
係
を
も
示
し
て
ゐ
る
。

一
般
的
に
產
業
生
業
性 

の
it
測
と
題
し
た
所
以
で
あ
る
。
. 

.

.

'■
'
.

'.

.
㈣

以
上
の
.論
議
に
依
っ
て
本
稿
に
於
.て
は
費
用
極
小
原
理
に
從
っ
て
行
動
す
る
生
産
者
の
'模
型
を
構
成
し
生
產
函
數
の
パ
ラ
メ
タ
を
權

避孫
盤
評
測
し
ょ
ぅ
と
試
み
た

。

' 

' 

.

.

.

.

計
測
す
る
部
門
と
し
て
は
、
㈠
產
業
部
門
と
し
て
卞
請
け
等
の
錯
.雜
し
.た
關
係
が
少
な
い
事
、
㈢
小
規
模
企
業
か
ら
大
規
模
企
業
に
亙
. 

:

っ
て
企
業
數
が
比
較
的
多
く
分
布
し
て
ゐ
る
事
、
.；

S

規
模
別
、に
見
て
原
料
の
種
類
に
差
異
が
少
な
い
事
、
等
の
理
由
か
ら
、
製
紙
產
業
部 

門
を
選
ん
♦た
。
期
間
は
昭
和
六
年
が
ら
昭
和
十
一
年
に
亙
る
六
年
間
の
資
料
を
用
ひ
た
。
以
下
そ
の
.計
測
方
法
と
結
果
を
述
べ
る
。
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當
初
か
ら
生
產
の
' St
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r
a
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V
を
爲
す
に
當
っ
て
、
.
慶
應
大
學
迁
村
.江
太
郞
氏
、
小
尾

惠一
.

郞
氏
、
佐
藤
保
疋
か
ら
多
數
の
論
. 

議
と
批
判
を
頂
い
た
。；
ま
.た
小
尾
氏
の
.論

文

「

蓄
積
、
生
産
要
素
相
對
值
格
及
利
用
度
の
櫳
造
的
關
係」

.

三
田
學
誌
：四
十
六
卷
十
號
は
、

マ
ル
シ
ャ
ッ

...

ク
の
文
と
共
に
本
稿
の
間
題
提
起
の
出
發
點
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
同
.
1'.
の
.硏
究
對
象
.を
意
圖
せ
ら
れ
て
居
る
小
馬
氏
か
ら
は
.常
に
有
用
な
る 

指
示
を
顶
‘い：

た
0〖

こ
'の
.論
文
の
意
圖
し
た
內
容
は
添
く
小
尾
氏
と
の
協
.̂
論
_

.
の
中
に
發
展
.し
た
も
'9
-

で
あ
る
。
本
年
十
月
の
統
許
學
餘
に
於
い
て
小
尾 

氏
は
そ
の
阬
究
內
容
を
發
表
さ
.れ
て
い
る
。
亦
推
定
に
お
け
る
統
計
的
.方
法
、.
特
に
時
系
列
と
、

ク
'
ロ
：
ス
'
セ
ク
'

V

ョ
ン
分
析
の
併
用
に
就
い
て
は
消
費 

.
理
論
に
對
す
る
辻
村
江
太
郞
氏「

習
慣
形
成」

經
濟
硏
究
廿
九
'年
十
月
號
に
負
ふ
.所
が
：多
，
い
。

こ
.
こ
に
併
せ
て
謝
意
を
表
さ
せ
1

頂
ぐ
、'勿
論
本
稿
に
關 

,

す
る
缺
點
は
、•
筆
者
自
身
が
責
を
負
ふ
、も
の
.で
あ
る
。
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利
潤
極
犬
行
爲
は
企
業
の
最
適
規
模
決
定
に
は
必
要
と
考
へ
ら
れ
る
o.,.
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從
來
ク
ロ
ス
セ
.ク
シ
ョ
ン
分
析
に
ょ

^V

ダ
ラ

.ス
型
生
產
函
數
の
=
&
1
/ぞ(

0
^
=生
庫
量
、
>
:
1
"
勞
働
、
^
=
資
本)

の
測
定
に
於
い
て 

は
、
時
系
列
に
對
し
勞
働
の
生
産
性
た
と
資
本
の
生
產

性

ゴ

の
ft
--が
不
安
.定
で
あ
り
、
更
に
理
論
妳
！1

生
產
函
數
は
一
次
の
同
次
性
を 

滿
足
す
べ
き
で
あ
る
の
に
對
し
て
得
ら
れ
た
み
+
t
.-e
-
-
l.と 
一

k

ふ
結
果
を
單
に
收
益
遞
增(

或
は
遞
減)

.
の
現
象
と
說
明
し
て
、
そ
れ
以
上
の 

權
造
的
解
明
を
試
み
て
來
な
か
っ
た
樣
に
思
は
，れ
る
。
更
に
亦
最
小
自
乗
法
に
依
る
單1

方
程
式
の
推
定
で
は
、
，各
年
度
別
に
得
ら
れ
た 

結
娱
を
豫
測
に
用
ひ
得
な
い
こ
と
%
當
然
で
あ
ろ
ぅ
。.
.試
み
に
製
紙
產
業
.に
於
け
る
生
產
函
數
を
最
小
自
乘
法
に
依
っ
て
許
測
し
た
結
搌 

を
示
せ
ば
第
一
表
の
如
く
な
る
。
本
稿
の
第
一
ー
節
以
下
で
.得
ら
れ
た
結
果
^
比
較
す
る
事
は
與
味
深
い
。
亦
昭
和
八
年
の
如
き
最
小
自
乘 

法
に
依
つ
て
屢
ぐ
生
ず
る
た
、i

の
.負
號
の
解
釋
に
就
い
て
は
如
何
な
る
說
明
も
與
.へ
# :
.な
.い
で
あ
ろ
ぅ
。

-'
座
.業
迪
產
胜
.の
^.
测
:
. 

:”
 

- 

.
0
.
^
- 

―

-.if 
五
.
、
一
--
.1

三)



第- :表最小自乘法による製紙產業の生產面數Q = & L W

k , 1 . 2 8 0 4 9 7 1.242895 1.7432X4 1.295920 0.681272

j 0.153756 0.201259 -0.128703 , 0 . 1 9 3 9 9 0 0.491671

. k + j 1,434253 1.444154 1.614511 1,489910 1.172943

6 年 7 苹 8 苹 9 年 1 0年

ゴ1田
學
食
雜
認

第
哪
十
七
卷
第
十
二
號

 

.

.

.

.

.

.
 

. 

三

六(

一
二
四)

.

.具
鶴
的
に
：本
稿
は
以
上
ニ
點
に
對
す
る
計
量
經
濟
學
的
解
明
を
目
的
と
•し
て
ゐ
る
。

.

.

.が
く
し
.て
^

.析
に
對
す
る
批
判
§
缺
除
に
由
來
す
る
.も
の
で
あ
り
、

一
次
€>
'
.同
次
性
を
破
«-
す
る
%-
の
は
、
^
«
た

 

'
企
業
の
異
質
性
に
厫
.因
す
，る
.如
，の
：と
^
ぺ
'
.る
。
後
者
の
異
質
性
を
取
除
く
爲
に
ス
ト
ラ
ク
チ
.ュ.ア
を
構
成
す
る

に
當
つ
て
、規
模
別
の
等
質
化
函
數
.(

筒
単
に
規
模
面
数
と
呼
ぶ)

を
導
入
し
た
。
以
下
の
項
は
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア

. 

- 

/ 

,

の
權
成
と
規
模
函
數
の
函
數
型
決
定
の
方
法
を
取
上
げ
る
。
後
述
す」

る
如
く
、
デ
ー
タ
の
極
端
な
制
約
と
相
俟

つ
て
得
ら
れ
た
計
測
結
果
か
ら
規
模
函
數
パ 

一7 
メ
タ
の
構
造
的
性
格
を
十
分
に
解
明
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ

た
。
然
し
乍
ら
、
‘

產
函
數
の
|+
_
を
出
發
點
と
し
て
吏
.に
企
業
者
の
投
資
行
爲
及
び
ヰ
_

の
«

_
過

程

S

長
率)

筹
の
理
論
構
造
，を
明
ら
か
な
ら
し
め
る
爲
め
に
は
、
該
函
數
の
經
濟
學
的
意
味
の
究
明
こ
そ
肝
要
で
あ

.
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

/ 

. 
•

㈡

假
說
と
基
本
的
.な
模
型(
g-
g
k m

o
d

e
l

)

•

同
一
商
品
を
坐
產
す
る
企
業
の
集
團
と
し
て
の
一
.產
業
部
門
を
考
へ
る
。
完
成
坐
產
物(

附
加
價
値)

.
仏
Q
、

生
產
要
素
と
し
て
勞
働
を
ム
、
資
本
を
只
で
表
わ
す
°
假
說
と
し
て
生
產
の
場(

生
產
函
數)

を
そ
の
最
も
簡
略

な
る
形
と
し
て
對
數
線
型
場〈

ダ
グ
ラ
ス
型)
で
近
似
す
る
。
つ
ま
り
統
訃
學
的
に
は
對
數
線
型
に
依
る
生
産
性

測
定
の
近
似
度
檢
定
の
問
題
に
歸
着
す
る
で
あ
ろ
ぅ
。

，
 

、

(1)
.

.

 

•
.
.

 

' 

,
 

-

 

.
こ

k
に
&
は
常
數
、
.左
、
j
は
夫
ぐ
勞
働
及
び
資
本
の
生
産
量
に
對
す
る
彈
カ
性
を
表
わ
し
て
お
り
、
何
れ
も

計
測
さ
る
べ
き
樽
造
係
數
で
あ
る
。
M
に
ル
は
平
均
値
が
零
、分
散
3
/
-な
る
對
數
正
規
分
布
を
.な
すr

a
n
d
o
m

 s
h
o
c
k

で
あ
り
、生
産
の 

'一
 

場

⑴
式
に
對
寸
るi

i

胁
の
說
差
、導
入
さ
る
べ
き
變
數
の
不
足
、或
は
經
濟
現
象
以
.外
の
變
動
條
件(

例
へ
ば
氣
候
の
變
化
等
の
生
產
技
術
に 

：

一
 

及
ぼ
す
影
響)

.等
を
表
わ
す
殘
餘
項(residual term)

で
あ
つ
て
、時
系
列
に
對
し
て
安
定
し
だ
分
布
を
な
し
て
.ゐ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
 

\ 

，さ
て
構
造
方
程
式
の
他
の
}
っ
ば
興
へ
ら
れ
た
生
産
技
術
と
市
場
條
件
の
下
に
費
用
極
小
原
理
に
從
ふ
企
業
者
の
合
理
的
行
爲(rati- 

i. 

onal behavior)

を
表
わ
す
式
で
あ
っ
て
、
周
知
の
限
界
生
産
力
均
等
の
式
に
他
な
ら
ぬ
。
 

•
 

.
 \

S

&"*• f 

「

パ 

一
 

こ
、
に
^
とv

は
夫
々
勞
働
に
對
す
る
價
格(

賃
銀)

と
資
本
.の
價
格(

後
述)

で
あ
り
、
ル
は
命
業
者
の
行
爲
に
對
す
るr

a
n
d
o
m

 s
h
o
c
k

 

\ 

.
で
あ
っ
て
、
ル
と
同
様
に
安
定
し
た
對
數
11
-
:
規

分

布

と

し

て

そ

の

平

均

値

零

.

分
散
5

、

友

び

3式
の
^1
と
の
.共
變
量
^
1民
を
持 

\ 

つ
I
の
と
想
定
さ
れ
る
。

，，
 

.

.

.

.

. 

•

.

一、
 

V

⑴
式
と
⑵
式
の
對
數
形
を
と
る
と
そ
れ
等
は
共
に
費
用
極
小
原
理
の
下
に
行
爲
す
る
企
業
理
論
のH

g
a
r

 structur

を
構
成
す
る
。
- 

\ 

-
@式
、
(4
)

式
、
(5
)

式)

各
文
字
の
橫
棒
-9
爲〕

は
對
數
を
意
味
す
る
も
の
.と
す
：る
。
.

.. 

一
 

.

寂 

,
 

.、
 

一 

s
.
. 

. 

Hi

IL

1

§+?*+&

—
\

.
 

_
 

.
 

,
 

•
 

'
 

i, 

(5) 

e(

w
>
o
^
^
k

(

§?
2
_
}
^
^
'p
.
.
v&J
r 

V
3
Z
»-
S

.

C

Q

V&5
H 广
^
lse
v.
^
ĉl
s
l
s
l
j
. 
r.
 

_l

こ
9.
ス
;>
ラ
ク
デ
キ
ア
に
於
い
て
、
內
生
镘
數
は
ム
と
11
、
外
生
變
數
'は
0

^
切
、
>
の
一
ニ
つ
で
あ
る
。

 

.I 

ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
シ
分
析
に
於
い
て
は
、
規
模
別
に
於
と
?'
が
異
っ
た
外
生
變
數
ど
し
て
與
へ
ら
れV

居
れ
ば3

式
はjgt-identl6* 

, 

a
b
l
e

⑶
式
は
0く
<3
>
70:
©

&

^

&

^
で
あ
る
が
、
若
し
そ
の
場
合
.4
^
が

'定
.で
與
へ
ら
れ
.て
，お
れ
ば
、
體

系

は

」

8
ニ
 ̂

\

.庳
業
坐
產
性
の
計
灣
-
:-'
.

,

:

.':
:
、'
.パ
： 

: 

'
.

.

'
.三
七
ス
ニ
ー
五) 

一

.

.

.

.

.

.

.

:

.

.

.

.

.

.
:
' 

.

.

.

.

. 

.

'.
■

'

■
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. 

. 

V
-
.

ぐ
-

>
. 

V
,
,
,
' 

r
- 

. 

. 
.
V
- 

' 

- 

, 

, 

I



. 
' 

三
田
學
#
雑
詠 

'第
四
十
七
卷
'
第
十1

ー

號

三

八

(

一1

ニ o

 

.

;

で
あ
る
。
贝

に
冬

が
未
知
の
場
合
に
は
クa

ス
セ
ク
シ
ョ
ン
分
析
に
對
し
て
時
系
列
分
析
を
併
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
に
注
意 

i,: 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

*

.

-

.

,

•

, 

⑶
⑷
(5
)
が
以
下
實
際
に
計
測
さ
れ
る
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
の
基
本
的
な
原
型
と
な
るc

.

㈢

變數の件格と資料の制約■

、

 

■ 

■ 

さ
て
⑶
⑷
の
權
造
方
程
式
に
含
ま
れ
る
諸
係
數
に
就
い
て
考
察
を
進
め
ょ
う
。

理
論
的
に
、
生
產
量
Q
は
生
產
數
量
ょ
り
も
生
產
金
額
で
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
勞
働
L
は
等
質
化
さ
れ
た
勞
働
時
間
で
計
ら
れ
る 

ベ
.き
で4

ら
う
。
觅
に
資
本
只
の
頊
は
企
業
の
保
有
す
る
固
定
資
本
の
實
質
額(

貨
幣
額)

と
穷
へ
ら
れ
、
更
に
そ
の
實
働
部
分
を
と
る
ベ 

き
で
あ
る
。

. 

- 

> 

•

: 

.

.

■ 

■ 

■
.
.以

上
の
資
料
と
し
て
、

一
產
業
に
於
け
る
投
入
と
產
出
の
關
係
を
測
定
す
る
目
的
の
.爲
に
は
ハ
ク
ロ
ス
.セ
ク
シ
ョ
ン
の
資
料
を
利
用
す 

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。1

が
的
な
資
料
の
時
系
列
分
析
に
依
.っ
.て
は
.各
變
數
の
異
質
性
を
直
接
薄
察
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

規
模
別
の
資
料
と
し
.て
はH

場
統
計
表(

現
在
は
工
業
統
計
表)

に
依
る
以
外
に
適
當
な
資
料
を
發
見
し
得
な
か
っ
た
。
然
る
に
該
表
に
於 

、

:

い
て
は
虫
產
額
0
に
對
し
て
.は
目
的
と
す
る
規
模
別
生
產
金
額
の
系
列
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
.が
、
勞
働
の
項
1
に
對
し
て
規
模
別
職
エ 

■

.數
を
得
る
の
み
で
あ
っ
て
、
.そ
の
規
模
別
操
業
時
間
を
得
る
こ
.と
が
出
來
な
い
。
更
に
資
本
只
の
項
に
對
す
る
と
考
ぺ
ら
れ
る
も
の
は
規 

模
別
.の
原
蒼
機
實
馬
カ
數
の
實
働
部
分
の
數
値
が
.記
載
さ
れ
て
届
る
に
過
.ぎ
な
か
っ
.た
。
\從
來
只
に
實
馬
カ
數
を
利
用
し
た
場
合
に
は
、

ア
ブ
リ
オ
リ
に
固
宛
資
本
と
實
爲
カ
數
.の
此
例
性
が
假
定
さ
れ
.V

Mた
の
で
あ
る
が
、果
た
し
て
そ
の
比
例
性
は
存
在
す
る
だ
ら
う
か
？
。

.'
■

然
し
乍
ら
例
へ
、固
宛
資
本
の
實
質
額
を
各
企
業
の
固
定
資
本
の
實
質
額
を
备
命
業
の
固
定
資
産
額
と
し
て
把
へ
得
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は 

.
各
企
業
者
の
.主
觀
的
評
價
額
で
あ
っ
て
信
頼
し
得
る
資
料
と
は
云
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
寧
ろ
實
馬
力
数
を
用
ひ
、て
そ
れ
を
固
定
資
本
の
客

.

-

ノ.' 

.

.

. 

. 

, 

■ 

i. •.

觀
的
實
質
額
に
調
整
す
る
函
數
の
.導
入
を
試
み
た
の
で
あ
る
？

. 

■
 

.
 

\

.
次
に
賃
銀
^
は
沧
業
者
が
.勞
働
を
需
要
す
る
際
の
契
約
賃
銀
と
港
へ
ら
れ
る
が
、
.他
方
資
本
の
.價
格
r
の
性
格
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
 

\

固
定
資
本
.の
市
場
價
袼(

.例
へ
ば
■機
.
設
備
.の市
場
價
格〉

.を

r :

と
考
ベ
る
事
は
各
企
業
の
固
定
資
本
の
保
有
量
が
旣
'に
現
存
し
て
ゐ
る
場
.
 

\

. 

^

1

は
不
當
で
あ
ら
ぅ
。I

.

J

I資
本
を
實
働
す
る
爲
の
抵
抗
議(

例
へ
ば
利
子
、
運
轉
費
等)

美
へ
る
べ
き
で
あ
る
。

-も

一

 

デ
も
資
料
と
し
て
は
得
ら
れ
な
い
。
..
そ
の
意
味
に
於
い
て
？
も
賃
銀
の
み
な
ら
ず
勞
働
需
要
に
對
す
る
一
.般
抵
抗
要
素
を
包
括
す
る
も
の 

j  

と
考
へ
、
.

§
/r

を
勞
働
と
資
本
の
相
.對
價
格
と
考
ベ
て
未
知
の
變
數
と
し
：て
扱
っ
た
。

.

.構
造
係
數
の
測
定
と
同
時
に
、
ス
ト
.ラ
ク
チ
ュ
7 

1 

か
ら
逆
に
推
定
さ
る
べ
き
性
質
の
變
數
で
あ
る
と
寧
へ
ら
れ
る
。

'
< 

:

,

一
 

㈣

測
定
の
爲
の
ス
ト
ラ
ク
チ
'ュ
ア
^

—

規̂
模
別
等
質
化
函
數
の
導
入
.
.
パ 

\ 

前
項
に
述
べ
‘た
デ
ー
タ
の
制
約
に
ょ
りt

式3

式
の
基
本
的
な
體
系
を
、計
測
し
得
る
構
造
方
程
式
系
•に
變
形
し
な
.け
れ
ば
な
ら
な
い
。

，

,
:

勞
働
量
L(

職
工
数)

は
規
模
別(

企
業
別〕

に
見
て
勞
務
管
理
等
の
畠
る
諸
條
件
に
依
り
大
規
獏
炎
業
と
小
規
罾
^
員
で
は
、
異
質
的
な 

\ 

も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
全
規
模
を
通
じ
て
等
質
的
な
勞
働
量
を
職
工
數
で
把
え
ら
れ
た
L
に
對
し
て>

(
L
>
L
.

で
表
.わ
す
。
>(

L)

を 

j 

等
質
化
函
數
と
名
づ
け
る
。>

(
1
0

は
職
工
數
L
の
小
な
る
企
業
と
、
L
の
大
な
る
企
業
で
は
、
ー
入
の
職
エ
數
の
有
す
る
勞
働
カ
は
異 

\ 

る
と
会
ふ
事
を
表
わ
し
て
ゐ
る
。，.そ
の
函
敫
形
は
未
嗍
で
あ
る
。
/ 

.

•
.

■

I 

■
原
動
機
の
實
馬
力
數
R
は
眞
の
資
本
額
で
は
な
い
。
.小
規
模
企
業
に
於
け
る
一
馬
力
に
對
應
す
る
資
本
の
實
額
と
大
規
模
企
業
の
一
馬 

1

 

カ
に
對
す
る
そ
れ
と
，は
異
る
で
あ
ら
.ぅ
。
等
質
化
函
數
は
抆
の
函
數
と
港
へ
.ら
れ
る
。
'全
規
模
を
通
じ
セ
等
質
的
に
測
ら
れ
た
資
本
を
、
 

.
\ 

^

@

.ガ

.
で
表
わ
さ
れ
な
も
の
と
假
定
す
る
。.
.
.
構
造
：方
程
试
(3
)
说
甸
は
次
式
之
な
る
。

'

\

'
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多
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^
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ベ

パ

.
:
バ 

.

四 o

 

(

一.r

一
八)

s 

(
>

.
1
0

 
•

丨

O

V

R

v

r

i
 

■ 

'

.
©、
©
式
を
對
數
線
型
見
表
ゎ
せ
ば
ヽ
^

炒
を
得
る
。
‘

(6)、

^l
l
^
/
L
,
L

)

l
y

(

>

*

K

)

+
CJ
J
l=

幻
 

I, 

k

v

o

,
 

f

v

o

• 

t
 

■
 
.
 

•
- 

.

(7)、
(

S
L 

.
K

丫
 

q
l
. 

1
0
1

(s) 

e
®1

〕

h
e(

f〕
h
o
' V

a
3
1
"
3
a
v

 

V
a
r
,
n
<
r
e
2v

 

c
o
s
r
Q
l

幻 
2

〕

=
=CI
I
2.

第
㈡
項
に
述
べ
た
通
り
冬

が
規
模
別
に
一
定
且
つ
そ
の
値
が
外
生
的
に
與
へ
ら
れ
る
と
假
定
す
れ
ば
體
系
は
iCJ
s
t identifiable 

で
あ
る
。
' 

と

(
J

^
y

の

Q

に
對
す
る
！
！導
形
を
導
け
ば
.

(9)

-.
Q

=

9

屮 £
}

«
!
;
• 

L
)
+

メ 

■ ̂
1

)
+
w";
w

%
々
V
o
; 

^
v
o

I ,

E

ぬ
=

§

+

&

)

H

1

丨

み

,

. 

.

.

. 

/

を
得
る
。
こ
の
式
は
4

で

0
目
を
，
の
條
件
の
下
に
於
い
て
ゐ
，(

/
L
.
L
)
，
Q
L
.
R
0

の
關
係
が
線
型Q

n
e
a
r
、f

o
r
m
)

で
あ
る
事 

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
問
題
と
な
る
/
L
p

)

，
>(

R)
の
函
數
型
の
導
出
は
製
紙
部
門
へ
の
實
際
の
計
祺
と
其
に
次
節 

に
於
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
石
：。
 

-
 

.

.
(

1

)

小
馬
患
ー
郎
.
前
揭
論
文
に
於
い
て
資
本
の
異
質
性
が
旣
ヒ
栺
適
さ
れ
て
い
る
。
特
に
規
模
係
數(

-t
R)

な
る
.形
に
於
い
て
、
f

R

。
な
る
^

數
型
を
考
へ
て
お
ら
れ
.る
。’
 

•

.

(

2)

.
 

k
f
J

v
Q

,

の
^
降
はo

o
s
t

.
 mi

n
i
m
i
z
a
t
i
o
n

 

の
.安
定
條
件
で
あ
る
。s

h
e
p
h
a
r

cuh
o
o
s
t
a
n
d

 
p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
,

 

F
u
n
c
e
t
i
o
n
、

.
 p

r
i
c
^
o
n
.

.19
5
2
.

.に
於
い
て
、
費
用
極
小
原
理
の
條
件
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

： 

•

.;
;
• 

'

■

第
二
節
計
测——

製
紙
産
業
■
•

.

• 

' 

. 

•

.

 

、
.
-

(!
)

規

模

別

等

質

化

函

數

の

統

計

的

導

出

：

ノ 

. 

:

•
 

,
.

序
文
に
述
べ
た
理
由
か
ら
製
紙
産
業
の
計
測
を
試
み
る
。
假
說
と
し
て
生
產
函
數
を
對
數
線
型
で
，近
似
し
c(6
)
式
の
成
立〕

、
そ

の

誘

導

形
，
 

(9
r
、.
輕
の
兩
式
が
線
型
に
.な
る
と
.一
友
ふ
豫
想
の
下
に
次
の
(8
)
、
汹
式
を
觀
測
し
た
。

.

...

■
(9y 

L
"
Q
L
Q

琴

W

"
§
Q—

^

I
§
 

:

こ
\
に
1
と
尺
は
.エ
場
統
計
表
か
ら
得
ら
れ
た
職
エ
數
と
實
働
實
馬
ヵ
數
で
あ
り
、
.
.
'他
と
'l
'^
H
e
dpi
e
e
d 

f
o
r
m

 s
h
o
c
k

 

g" 

g

^
/5
R
は 

.
夫
ぐr

e
d
u
c
e
d

 f
o
r
m

 .
.
.
p
a
r
a
m
e
t
e
r

で
あ
る
。
昭
和
六
年
か
ら
十
年
に
亙
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
は
第
.一
表
に
示
さ
れ
た
樣
に
極
め
て
高 

い
，相
關
係
數
で
そ
の
適
合
度
を
良
妍
に
示
し
た
。
こ
.の
事
か
ら
二
っ
の
情
.
報
.
が
得
ら
れ
る
。

;

.
第

l
r
i
:、
修
で
觀
测
さ
れ
た
函
數
形
と
、
對
數
線
型
に
依
る
生
產
函
數
の
想
定
の
下
に
得
ら
れ
た
線
型
誘
導
形
の
成
立
⑶
、
㈣
式
を
比
'
 

較
す
I

.
に
依
っ
て
、
等
質
I

I

を
次
式
I

定
し
得
る
0

.

.

g
A
C
L
Y
C
O
^
,

 

:

§
式
を
用
ひ
て
(6
)
式
の
グ
グ
ラ
ス
型
生
產
函
數
を
測
定
し
て
そ
の
パ
ラ
メ
タ
が
安
定
す
る
事
を
示
す
事
に
依
り
假
說
と
し
て
の
對
數
線
型
.
 

•
場
の
近
似
度
檢
定
を
行
は
ぅ
と
試
み
る
.の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
51
52
と
允
ゴ
を
識
別
す
る
爲
に
は
更
に
@

f
 
H
1
.
の
ア
ブ
リ
オ
リ
•

イ

ン

フ

.
ォ
.
1
.メ
.
1
.シ
3
ン
.を
必

要

ずる
。
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第

ニ

每

_の
觀
測
さ
れ
た
線
型
の
良
好
な
性
質
は
、
⑶
、
神
式
の
_
導
形
め
線
型
の
性
質
に
，對
應
せ
し
め
る
こ
と
に
依
つ

て
、
生
産 

:

要
素
の
相
對
價
格
；

の
規
模
に
對
す
る
一

'定
性
を
檢
證
し
，た
事
に
な
る
。w

/
r
=
8

n
s
t

と

A
J
i
.
n
l
の
兩
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
.ョ 

ン
は
、
時
系
列
の
併
用
に
よ
っ
て
原
理
的
に
構
造
方
程
式
を
識
別
可
能(

¥

サ
|

&
成
&

0)

.な
ら
し
め
る
。

'

1
式
を
(9
)
、
1
:式
に
代
入
し
て
、
觀
，測
さ
れ
得
，る
形
の
誘
導
形
を
缜
出
し
得
る
。
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誘
導
形
係
數
と
構
造
方
程
式
係
數
の
關
係
は
次
の
様
に
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
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⑵
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.、
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の
推
定
方
式——

ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
分
析
と
時
系
列
分
析
の
.併
用
-

測
定
さ
れ
た
き
，

,

..
'
.
F 

?

3
L
V 

Q

,

f

の
七
つ9

値
か
ら
、'
諸
種
：の
樽
造
。ハ
ラ
メ
タ
を
推
定
す
る
の
に
姆
の
關 

係
式
を
用
ふ
。
た
、
ゴ
の
推
定
の
爲
に
御
式
を
整
頓
す
れ
ば
、
ア
プ
リ
オ
リ
•
.イ
ン
フ
ォ
ー
,メ
ー
シ
ヨ
シ
と
共
に
次
の
五
つ
の
式
が
考
え 

ら
れ
る
。
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阿
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七
卷
_ゾ
第
十
ニ
.號
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V

人

四

四

(

ニ
ニ
ニ)

.
之
#
の
關
係
に
於
い
て
未
知
數
は
、
た
ど
ブ
、
ル
、
％
、
|
;の
芄
つ
で
あ
つ
て
、
.若
し
外
坐
變
數
と
し
て
1
式

のI
I
I
-

の
値
が
得
ら 

.れ
れ
ば
、
之
等
の
式
か
ら
各
年
度
に
對
す
る
ダ

ロ

ス

セ
ク

シ

ョ
ン
デ
ー
タ
に
ょ
り
た
，と
/
を
推
定
す
る
事
が
坩
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
乍 

ら
前
述
ヴ
通
り1

1

^.
の
値
を
デ
ー
タ
と
し
.て
知
る
べ
く
も
な
い
。
た
/

の
.決
.定
.に
對
し
て
：8
式
を
用
ふ
る
こ
と
は
不
可
能
で
.あ
る
。

.

.

」

(B
)
.
式
に
代if
る
も
の
と
し
て
、1

つ
の
假
說
を
撑
入
す
る
。
始
め
に
述
べ
た
通
り
、s

t
m
c
t
u
r
a
l

 s
h
o
c
k

の
分
散
.

U
1
2=
q

w
l
w
2

は 

技
術
的
坐
•産
函
數
の
シ
ョ
ッ
ク
；

T

と
企
業
者
行
爲
の
シ
ョ
ッ

.ク
ル
の
間
の
典
變
量
で
あ
る
。
各
年
度
に
對
し
て
は
、
%
を
ア
ブ
リ
オ
リ
に 

.零
^
1盧
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い。
.

(

例
べ
ば
經
濟
外
的
な
變
動
の
效
果
は
生
產技
術
の
場
と
企
業
者
行
爲
の
兩
者
に
變
動
を
與
へ
得
る)

。
然
し
乍
ら
、

一
般
にs

t
r
u
c
t
u
r
a
l

 s
h
o
e
k

の
分
散
u,
u 2
と
共
變
量
认
は
各
、
平
均
値
%
、
分
散
£

を
も
つ
た
厂
分
布
を
な
す
柚
出
變
動
を 

伴
ふ
も
の
.で
.あ
^
こ
と
が
知
ら
れ
.て
ゐ
る
が
、
特
に
认
の
場
合
平
均
零
と
推
論
す
る
事
は
不
自
然
な
假
說
で
.は
な
い
と

思

わ

れ

る

.。

つ

ま 

ヴ
各
年
度
別
に
鄭
し
て
从
は
协
出
變
動(samplingl v

a
r
i
a
t
i
s
〕

と
し
て
平
均
値
零
の
同
り
に
.分
散
し
て
表
わ
れ
る
と
漪
へ
る
の
で
あ 

る
0
㈣
式
の
代
り
に
㈣
式
を
導
入
す
る
。
.

,

s

E
(
U
1
2
)
=
0
~

か
く
し
て
、§

>—

§
、
(F
)
式
か
ら
f
c
iの
推
定
に
は
各
年
度
の
ク
.'ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
分
析
に
加
ふ
る
に
、
そ
れ
等
の
時
系
列
分
析
を
も 

併
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
各
年
度
每
に
推
宠
さ
れ
る
！：5

^

の̂
推
定
値
は
夫
'

,

,ら
、』

、
な
る
抽
~出
變
動
を
受
け
た
値
と
. 

.
蔣
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
各
年
度
に
對
す
る
§
:

丨
(0
)
の
關
係
は
實
際
に
は
次
の
樣
な
も
の
と
な
る
。
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u
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(

U
G
+も

.-
, 

:

.

.

:

勿

論

1
^
+か
2
.1
0
の
關
係
が
存
在
.す
る
。
：從
っ
て
.一
年
度
だ
け
か
ら
.は
た
ゴ
を
決
定
出
來
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

.

'

:

,

.
各年度每に

# -
-

ら
れ
た'

V
L
,

 

V
?

 V
l
e

の
値
の
柚
出
變
動
を
最
小
に
し
て
、U

〒
U2, 

U
1
2

の
値
を
推
定
す
る
爲
.に

は

、

こ
.
の

場 

合
の
、
<J
L
, VE,. 

V
l
r

の
時
系
列
に
對
す
る
平
均
値
がq

m
s
i
l
m
a
x
i
m
u
m

 

l
i
k
e
l
i
h
o
o
d
/
e
s
t
i
m
a
t
e

と
、

一
致
推
定
値
と
な
る
事
は 

容
易
に
示
さ
れ
.る
。
，し
か
る
に
§
の
假
定
に
ょ
り
、
時
系
列
で
プ
ー
ル
さ
れ
た
關
係
と
し
'て
は
：E

C

U

L

H

0
と
な
る
故
、
§—
®

は
：史 

■
に
次
の
樣
な
關
係
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
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.こ
の
五
づ
の
式
か
ら
た
、
.
•人

W1
、

％
、

 ̂

(

零)

.
令
推
定
す
る
事
は
可
能
で
あ
る
。
若
し
得
ら
れ
た
た
と
ゴ
の
値
が
安
定
し
て
ゐ
た
な 

ら
ば
、
そ
れ
は
對
數
線
型
に
ょ
る
生
產
函
數
の
近
似(

(6
1
式)

及
び
企
業
者
の
合
理
的
行
爲
の
砠
m
と
共
に
、
.
E

9

b

=

o
の
假
定
の
妥 

當
性
を
檢
定
-L
得
た
事
に
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
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果
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•

,

第
一
表
の
數
値
を
用
ひ
て
計
箅
し
た
結
果
を
第
二
表
に
示
す
。
時
系
列
に
對
ず
る
期
間
は
六
年
1
十
#
の
五
力
年
を
用
ひ
て
そ
の
推
定

値
を
箅
出
し
.た

。

更

に

第

三

表

は

第

テ

ー

表

.

の
.結
果
を
用
ひ
ク
.ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
と
時
系
列
の
併
用
.に
依
っ
て
得
ら
れ
た
各
構
造
係
數
の
推

-. 

■
 

■
 

■

.

定
値
で
.あ
る
。
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規
模
別
等
質
化
函
數/

l
(
l
〕
^
s
:
r
(
k
)

の
係
數
«
及
び
>

は
、
時
系
列
に
對
-L
.て
安
定
し
た
構
造
係
數
.で
は
な
く
、
每
年
異
つ
た
値 

を
と
る
係
數
で
•あ
る
。
若
し
も
ル
«2
、
.
si
S3
、
の
年
々
の
變
化
に
對
す
る
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ

ク
な
變
動
を
.經
濟
m
f的
に

說
明
し
得
る
な
ら

マ
......

I ....

t
i :

' f

E
a
^
8
B
B
g
f
e

ば
、
そ
の
シ
ス
テ

マ

テ
ィ
ッ
ク
な
變
動
の
係
數
こ
そ
は
第
三
表
と
同
じ
構
造
係
數
を
示
す
も
の
と 

考
へ
ら
れ
へ
そ
れ
等
に
對
す
る
變
動
分
祈
が
、
測
定
さ
れ
た
生
產
函
數
を
.基
本
に
し
て
更
に
展
開

さ
れ
る
坐
產
理
論
の
.計
量
經
濟
學
的
究
明
へ
導
く
で
^ -
ら
ぅ
と
豫
斷
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

.

• 

- 

, 

■ 

' 
.

'
第
.三
節
，
假
說
の
檢
定：

'_

以
上
の
分
析
で
得
ら
水
た
結
果
が
果
し
て
意
圖
し
た
る
構
造
係
數
を
表
わ
し
て
ゐ
る
か
ど
ぅ
か 

を
檢
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
O
Vデ
ー
タ
の
制
約
か
ら
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
分
析
と
、
時
系
列
分 

析
を
併
用
し
た
爲
に
各
年
度
別
に
得
ら
れ
る
も
の
の
安
宠
性
を
比
較
す
る
方
法
は
斷
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
か
く
し
て
た
と
J
の
安
定
性 

を
檢
定
す
長
方
法
と
し
て
昭
和
十
一
年
を
六
年
十
年
の
資
料
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
に
^
づ

て

罾»]
す

る
と
茇
ふ
方
法
を
用
ひ
た
。

!
 

:■
 

•
 

-

81
と
82
に
就
い
て
は
昭
和
十
ー
年
.の
値
を
知
る
事
が
出
來
な
い
.。
然
し
第
一一

表
に
依
れ
ば
、
も
と
も
の
勸
き
がr

o
n
d
o
m

で
あ
る
事
か 

ら
昭
和
十
.
'年
の
si
と
S2
を
昭
和
六
年
か
ら
昭
和
十
年
迄
の
卒
均
値
と
し
て
定
め
た
。
更
に
；

T

と

^
に
就
い
て
は
、w

!
r

の
槪
念
の
不
.
 

明
確
さ
と
資
料
の
缺
如
か
ら
测
定
出
來
な
か
.つ
た
痛
數
で
あ
.る
爲
豫
測
に
は
次
の
如
く
营
..
>

3
の
頃
を
落
し
.た
式
を
用
ひ
た
。
卽
ち
€ 

規

模

に

對

す

る

函

數

は

'
'

で
表
わ
さ
れ
る
爲
各
變
數
を
最
小
規
模
に
對
す
る
百
分
率
で
测
つ
て
次
の
§
:

式
を
導
い
た
の
で
あ
る
0 

, 

•

ガ
,
ン(

l
+eo
o
y 

•

産
業
農
性
、の
計
卿
. .

(

r)(

l
+

§

四
七
' (

一
1
1
1

五)



J
.お

1

I
III

j

の
#.
在
を
確
認
し
、
.：そ
の
.爲
に
生
ず
る
3
:
©
$0:
ふ
3
1
:の
填
と
し
て
の
.shift, v

a
r
i
a
b
l
e

 

■の
變
動
に
.經
濟
學
的
說
明
を
附
與
し
て
そ
の
シ
'
 

ス
テ
.マ
テ
ィ
ッ
ク
众
動
き
を
觀
察
し
ょ
ぅ
と
試
み
た
の
で
.あ
る
。
推
定
の
途
上
、

の
ア
ブ
リ
オ
リ
•
.イ

ン

フ

ォ

ー

メ

ー

、ゾ
ョ
ン 

.を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
こ
れ
は
次
.の
様
に
考
へ
ら
れ
た
。
.っ
ま
り
本
稿
で
は
J

a

の
條
件
を
遵
入
し
、
而
も
そ
の 

結
果
得
ら
れ
た
さ

の
.安
定
性
を
檢
證
す
る
事
.に

依

っ

，
て

、

.+々
i
=
=
l

の
妥
當
蚀
を
逆
に
.立
證
し
ょ
ぅ
と
し
た
の
で
あ
る
o 

.

.

次
に
各
年
度
に
得
ら
れ
た
s
iと
S2
の
系
列
に
就
い
て
、
勞
働
に
對
す
る
係
數
も
の
値
が
約
邮
‘乃
至
城
の
値
を
有
す
る
事
は
小
企
規
企
業

■ 

.
 

.
 

•
:

の
職
工
一
.人
に
對
す
る
等
質
化
さ
れ
た
•勞
働
一
單
位
に
相
當
す
る
も
の
と
し
た
時
大
規
模
企
業
に
於
い
て
十
單
位
の
勞
働
力
を
得
み
に
は 

職
工
數
6

-A
で
足
り
る
と
.云
ふ
勞
務
管
理
等
の
狀
態
を
反
映
し
て
ゐ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
更
に
亦
資
本
の
規
模
係
數
％
が
負
の
値
を

得
る
事
.に
對
し
て
は
、
.同
様
に
大
規
模
企
業
に
於
.い
て
等
質
化
さ
れ
た
小
規
業
に
對
す
る
九
倍
の
資
本
を
有
す
れ
ば
、
實
馬
カ
數
で
は1

.
.

.

 

-

 

~
 

:

〇
倍
を
稼
動
し
得
る
事
を
示
し
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
。
，
 

:

'

.

 

.

 

.

 

-

•

 

,

勞
働
に
對
す
る
%■
の
と
し
て
職
工
數
、
資
本
に
は
實
馬
力
數
と
ーK

ふ
制
約
さ
れ
.た
資
料
し
か
使
用
し
得
な
か
っ
た
爲
に
、
規
模
函
數
の 

«1
と
«2
を
識
別
す
る
に
至
ら
な
か
っ

た

。

こ

の
識
別
に
は
更
に
經
濟
學
的
意
味
を
有
す
る
何
等
か
の
ア

ブ

リ

オ

リ

.
イ

ン

フ

ォ

I 

メ

ー

シ 

日'
ノ
の
導
.入
を
必
要
と
.す
る
.で
あ
ら
ぅ
。
.亦
^
«2
si
為
の
權
造
的
性
格
に
就
い
て
殊
に
そ
れ
等
の
變
化
に
對
し
て
十
分
な
考
察
を
爲
し
得 

な
か
っ
た
。
之
等
の
解
明
は
筆
者
に
と
り
今
後
に
殘
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。

.

'

.

 

. 

•

■

(

一
九
五
四
ノ 

ー
〇
、
ニ
〇
>

.

「

附

.

前」 

• 

， 

，

'

.

' ,
r

.

.

.

.

. 

• 

■

'
.
.

 

. 

. 

. 

. 

• 

-
•■
.
-
 

.

.
•
'
• 

• 

.

.

.

.

脫
稿
後
、
關
西
學
院
大
學
に
ぉ
け
る
.昭
-!
?
1
十
九
年
.度
理
論
經
濟
學
會(

十
月
册
、
舟
一
日)

於
い
て
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
結
果
を
報
告
し
た
。
そ 

の
際
、
家
本
秀
太
郎
敎
授
他
數
名
の
方
々
か
ら
御
懇
切
な
る
御
指
導
と
御
質
問
を
戴
い
た
。
こ
の
附
記
を
，利
用
し
て
.深
甚
の
謝
意
を
表
さ
せ
て
頂
く
と
共

庫

業

坐

摩

性

.の

計

測

四

九
.

(
一

ニ一

七)

B!
■!

I

〔第 四 、表〕

(Q/ Q o )理 論 値 （Q/ Q。)實際値

(log Q) [第 - 図〕 1) 0 0

2) 0.400710 0.502759

3) ぃ 0.795898 0.801444

4) 1.229242 1.277554

5) 1.669125 1.64534^

6) 2.052567 2.049928

7) 2.674280 2.716158

8) * 3.181732 . 3161395

9) 8.560666 3.653692

Structural parameter 

/A； = 0.797658 

レ= 0.202847 

/I+ Si=1,568932 

\ l+ s 2=0.202a47 

production lunetion

I Q \

Cl+s0fc=1.25l46B 

( l + s 2) i = 0.1816245

相關译數

r  =0.99505

Qo

L \Cl+sO* 
W Ro

L \ 1,251463
w

\0 t0162 J5
Ro

一
一
一
田
學
畲
雜

fi’：..

第
四
十
七
卷
.第
十
ニ
號
.

四

八(
.
1
I:

ニ
六)

豫
測
.の
結
果
は
第
四
表
及
び
第」

圖
に
示： 

さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
相
關
度
ば
豫
想
以
上 

に
高
く
得
ら
れ
た
。
以
て
得
ら
れ
た
た
と

. 

ミ
を
當
該
期
間
に
對
す
る
安
定
し
た
構
造 

係
數
と
み
な
し
て
ょ
い
と
思
は
れ
る
。
こ 

の
檢
定
に
依
り
、
對
數
線
型
場
の
假
說
、
 

.'規
模
函
數
の
導
入
及
び
合
理
的
行
爲
と
し 

て
&
⑷
式
で
表
わ
さ
れ
る
貸
用
極
小
原
理 

の
假
說
更
に

I
-

の
期
待
値
を
零

と
置
い
た 

假
定
め
略
e
妥
當
な
る
事
が
檢
證
さ
れ
た 

と
考
へ
ら
れ
る
。

.
第
四
節
結

.
語

.

.

.
衣
稿
の
意
圖
し
た
生
産
性
係
數
の
權
造 

方
程
式
に
依
る
計
測
は
略
た
達
成
さ
れ
た 

と
信
ず
る
。

.
時
系
列
に
亙
つ
て
安
定
し
た
パ
ラ
メ
タ
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一
 

I.

―»-—
•八y

に
本
論
に
於
い
て
十
分
に
述
べ
得
な
_
かっ
た
ニ
三
の
箇
處
を
補
足
し
た
い
と
思
ふ
。
 

. 

㈠
へ

配

分

面

數

と

生

碧

激

に

就

い

：て
：

';
;
ゐ

 ̂

• 

•

 

家
本
敎
授
の
：御
質_
に
ー
關
聯
す
る
の
で
‘
る
が
そ
.の)

要
旨
は
本
報
吿
，の

計

測

結

果

が

-7
生
產
函
數
で
あ
.る
か
若
し
く
は
分
配
面
數
で
あ
る
か
？

若
し
俞 

者
と
す
れ
ば
原
材
料
の
項
目
を
落
ど
しV

い
る
の
は
.そ
'の
生
產
力
を
無
視
し
.た
る
'事
に
な
ら
な
い
だ
ろ
ぅ
か
？I

と
云
ぅ
御
指
摘
で
あ
づ
た
と
記
憶
す
る
。
 

こ
の
稿
の
本
論
.に
於
い
て
も
明
示
し
て

い
か
；

か
'っ
た
•の
.で
,j

こ
で

併
は
せ
て
十
分
に
御
答
し
得
な
か
っ
：た
所
を
述
べ
-さ
せ
：て
.頂
.き
た
い
と
思
ふ
。

.

.

.

.

.

本

論

免

け

る「
生
產
'の
場
，

j

の
柳
定
と
は
計
.畫
さ
_れ
た
.生
庳
量
0
の̂
產
出
に
對
す
る
、
>
\れ
に
.必
要
ぶ
勞
働
量
1|
と
資
本
量
尺
の
投
入
の
關
係
の
測 

定
で
あ
る
が
ら
、
_
面
數
は
Q
、
L
、
R
、.
の
技
術
的
座
庳
面
數
で
あ
る
と
同
時
：に
、
企
業
者
の
配
分
行
爲
.を
も
表
わ
す
配
分
面
數
で
.あ

る(

構
造
方
程 

式
の
性
格)

o'
原
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